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主論文 

Diverse activation states of RhoA in human lung cancer cells: Contribution of G 

protein coupled receptors  

（ヒト肺癌細胞における多様なRhoAの活性化状態：G蛋白質結合受容体の関与）   
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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は肺癌細胞株において、癌の転移や増殖に関与していると考えられている細胞内

シグナル伝達物質の一つであるRhoAの活性化状態と、その活性化のシグナル経路について

検討したものである。その結果、RhoAの活性化はその発現状態にはよらず、小細胞肺癌細

胞株で強く活性化している傾向が認められた。また、そのシグナル経路はGRCR-Gα12/13-RhoA

が主な経路であり、小細胞肺癌細胞株において特徴的であることを明らかにした。本論文

の内容は、小細胞肺癌細胞株でのRhoAの活性化の特徴を明らかにしたものであり、小細胞

癌の転移能や増殖能を考える上で、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


